
【
以
善
会
レ
ポ
ー
ト
】
第
十
八
弾 

絵
師
・
大
庭
松
風

の
法
橋
叙
任
を
め
ぐ
っ
て 

＝
御
室
宮
の
令
旨

と
藩
へ
の
説
明―

大
庭
家
文
書
＝ 

 
 

 
 

 

大

庭

捷

三

朗

・

中

山

正

清 

  

滝

沢

馬

琴

か

ら

「

遠

州

第

一

の

好

事

家

」

と

呼

ば

れ

た

掛

川

宿

下

俣

の

庄

屋

・

大

庭

松

風

（

代

助

、

明

和

四

年

〈

一

七

六

七

〉

～

弘

化

三

年

〈

一

八

四

六

〉
）

に

関

す

る

展

示

が

、

二

〇

二

五

年

六

月

二

十

四

日

か

ら

七

月

十

三

日

ま

で

掛

川

市

立

中

央

図

書

館

で

行

わ

れ

ま

す

。 

 

松

風

は

『

掛

川

市

史 

中

巻

』
（

一

九

八

四

年

）

で

「

地

域

文

化

の

す

ぐ

れ

た

プ

ロ

モ

ー

タ

ー

」
「

書

画

を

よ

く

す

る

文

人

村

役

人

」
（

一

二

一

〇

頁

）

と

紹

介

さ

れ

て

い

て

、

松

風

が

描

い

た

梅

の

絵

も

掲

載

さ

れ

て

い

ま

す

（

一

二

一

一

頁

）
。

庄

屋

と

し

て

、

文

化

人

と

し

て

さ

ま

ざ

ま

な

活

動

を

行

っ

て

き

た

大

庭

松

風

で

す

が

、

以

善

会

レ

ポ

ー

ト

で

も

第

十

一

弾

と

第

十

二

弾

の

「

掛

川

の

豪

商

・

豪

農

と

田

中

藩

」

と

い

う

論

考

で

、

駿

河

田

中

藩

へ

の

融

資

に

つ

い

て

紹

介

し

ま

し

た

。 

今

回

取

り

上

げ

る

の

は

、

松

風

の

子

孫

で

あ

る

大

庭

家

が

所

蔵

す

る

文

書

の

中

か

ら

、

松

風

が

絵

師

と

し

て

御

室

（

仁

和

寺

）

宮

か

ら

法

橋

に

叙

任

さ

れ

た

関

係

の

文

書

（

全

四

通

）

で

す

。

法

橋

は

、

法

印

・

法

眼

に

次

ぐ

僧

位

で

五

位

に

相

当

し

、

中

世

以

降

は

医

師

や

絵

師

に

も

授

け

ら

れ

ま

し

た

（
『

旺

文

社

古

語

辞

典

』

〈

旺

文

社

、

一

九

六

五

年

〉
「

ほ

っ

け

う

」

項

）
。 

松

風

が

法

橋

に

叙

任

さ

れ

た

の

は

天

保

九

年

（

一

八

三

八

）

で

、

こ

の

と

き

松

風

は

七

十

二

歳

。

文

人

画

家

の

谷

文

晁

、

掛

川

藩

御

用

絵

師

の

村

松

以

弘

ら

多

く

の

画

家

と

交

流

が

あ

っ

た

松

風

で

す

が

、

晩

年

に

な

っ

て

自

ら

の

画

力

を

確

認

す

る

た

め

法

橋

位

を

望

み

、

か

な

え

ら

れ

た

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。 

法

橋

位

を

得

た

大

庭

代

助

に

対

し

、

掛

川

藩

が

困

惑

し

た

こ

と

が

う

か

が

え

る

文

書

も

含

ま

れ

て

い

て

興

味

深

い

史

料

で

す

。

本

稿

で

は

翻

刻

を

大

庭

捷

三

朗

、

解

説

を

中

山

正

清

が

担

当

し

ま

し

た

。 

 一 

全

四

通

の

釈

文

と

解

説 

（

ア

）

御

室

宮

（

済

仁

法

親

王

）

令

旨 



（

包

紙

） 

御

室

宮

様

御

令

旨 

 

（

本

文

） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

遠

州

佐

野

郡

掛

川 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
画

師 
 

大

庭

代

助 

右 

 

御

室

御

所

参

入

之

事 

被

任

請

畢

、

向

後

幾

久 

 

（

昵

近

カ

） 

可

有

眼

近

旨 

御

沙

汰

之

處

候

、

仍

状

如

件 

 

天

保

九

年 

 
 

 

六

月 
 

 

芝

築

地

治

部

卿

（

印

） 

 
 

 
 

 
 

 
 

久

富

遠

江

守 

 

※

「

御

室

」

は

京

都

の

仁

和

寺

（

真

言

宗

御

室

派

総

本

山

）
。

皇

族

の

子

弟

が

門

跡

（

住

職

）

を

務

め

る

門

跡

寺

院

だ

っ

た

。

天

保

九

年

（

一

八

三

八

）

時

点

の

門

跡

（

御

室

宮

）

は

、

有

栖

川

宮

織

仁

親

王

の

息

子

の

済

仁

法

親

王

。

芝

築

地

治

部

卿

と

久

富

近

江

介

は

仁

和

寺

に

仕

え

る

寺

侍

（

役

人

）
。

令

旨

は

親

王

や

女

院

な

ど

皇

族

の

意

向

を

伝

え

る

文

書

の

こ

と

。 

こ

の

令

旨

の

内

容

は

、

大

庭

代

助

に

対

し

、

御

室

御

所

へ

の

出

入

り

（

参

入

）

を

認

め

る

と

い

う

も

の

。

文

書

（

イ

）

の

別

紙

に

「

参

入

法

橋

御

許

容

奉

願

上

候

所

御

令

旨

被

成

下

」

と

あ

る

が

、

こ

の

令

旨

に

は

「

参

入

」

を

認

め

る

だ

け

で

法

橋

に

任

ず

る

と

い

う

文

言

が

な

い

。

こ

の

令

旨

を

も

っ

て

法

橋

に

任

じ

た

と

い

う

こ

と

に

な

る

の

か

、

あ

る

い

は

、

別

に

あ

っ

た

法

橋

叙

任

の

令

旨

は

失

わ

れ

た

の

で

あ

ろ

う

か

。 

山

本

ゆ

か

り

「

永

宣

旨

に

よ

る

絵

師

の

僧

位

再

考

」
（

武

田

庸

二

郎

他

編

『

近



世

御

用

絵

師

の

史

的

研

究

』
〈

思

文

閣

出

版

、

二

〇

〇

八

年

〉

所

収

）

に

よ

れ

ば

、

僧

位

な

ど

は

本

来

、

朝

廷

が

与

え

る

も

の

だ

が

、

門

跡

寺

院

に

推

挙

す

る

権

限

が

与

え

ら

れ

、

の

ち

に

は

門

跡

寺

院

が

直

接

官

位

を

授

け

る

よ

う

に

な

っ

た

。

ま

た

、

僧

位

に

は

門

跡

寺

院

に

よ

っ

て

叙

任

さ

れ

た

永

宣

旨

官

位

と

天

皇

の

許

可

を

得

て

叙

任

さ

れ

た

勅

許

官

位

が

あ

る

と

い

う

。

大

庭

松

風

の

場

合

は

永

宣

旨

官

位

と

い

う

こ

と

に

な

る

。 

 

（

イ

）

大

庭

代

助

か

ら

御

室

宮

へ

の

新

年

の

挨

拶 

（

折

紙

） 

 
 

春 

一

新

年

之

賀

祝

普

天

一

般 

 

目

出

度

申

納

候 

 

宮

様

益

御

機

嫌

能

可

被

為

遊 

 

御

超

歳

恐

悦

之

御

儀

奉

存

候 

 

為

年

始

之

御

祝

儀

御

菓

子

料 

 

奉

献

上

候

、

御

序

之

刻

宜 

 

御

披

露

奉

願

上

候 

恐

惶

謹

言 

 
 

 
 

 
 

 
 

法

橋

大

庭

廷

香 

 
 

正

月

五

日 
 

 
 

 
 

景

生

（

花

押

） 

  
 

執

達 

 
 

 

御

役

人

中 

 
 

山

崎

近

江

介

様 

矢

守

左

近

様 

 
 

河

窪

主

殿

様 

 
 

 
 

 
 

御

披

露 

 
 

 
 

 

主

殿 

  

別

紙

認

を

く 

一 

再

啓 



 
昨

年

夏

御

直

末

金

剛

院 
上

京

ニ

付

参

入

法

橋 

御

許

容

奉

願

上

候

所 

御

令

旨

被

成

下

難

有

頂

戴

仕

候 

愚

老

儀

茂

老

衰

仕

候

得

共

何

卒 

上

京

之

上

御

禮

申

上

度

奉

存 

候

間

若

上

京

茂

候

ハ

ゝ

其

節 

萬

端

宜

御

執

成

奉

願

上

候 

以

上 

 
 

正

月

五

日 

   
 

 
 

 
 

 
 

 

同 

十

三

寅

三

月

十

日

認 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

天

保

十

二

丑

三

月

八

日

認

候

節 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

書

状

之

中

江

金

弐

朱

封 

 
 

京

都

御

室

御

所 

 
 

 

山

崎

近

江

介

様 
 

 
 

遠

州

掛

川 

 
 

 

河

窪

主

殿

様 
 

 
 

 
 

法

橋

大

庭

廷

香 

 
 

 
 

 
 

 
 

用

事 

 

※

大

庭

代

助

か

ら

御

室

宮

に

宛

て

た

新

年

の

挨

拶

（

下

書

）
。

別

紙

の

最

後

「

京

都

御

室

御

所

」

以

下

を

線

で

囲

い

、

山

崎

近

江

介

様

か

ら

河

窪

主

殿

様

ま

で

を

二

本

の

横

線

で

消

し

て

あ

る

。

宛

先

の

書

き

方

に

迷

っ

た

の

で

あ

ろ

う

か

。

別

紙

後

半

の

「

同 

十

三

寅

三

月

十

日

認

」

以

下

三

行

は

、

天

保

十

三

年

三

月

十

日

に

備

忘

の

た

め

後

筆

し

た

も

の

で

あ

ろ

う

。 

本

文

に

も

別

紙

に

も

年

は

記

さ

れ

て

い

な

い

が

、

別

紙

に

「

昨

年

夏…

」

と

あ

る

こ

と

か

ら

、

文

書

（

ア

）

の

翌

年

つ

ま

り

天

保

十

年

の

も

の

と

わ

か

る

。
「

金

剛

院

」

は

、

森

町

と

島

田

市

の

境

に

あ

る

大

日

山

金

剛

院

（

真

言

宗

御

室

派

）
。

同

院

の

僧

が

天

保

九

年

夏

に

上

京

し

た

と

き

、

代

助

の

法

橋

叙

任

と

御

所

へ

の

出



入

り

（

参

入

）

の

許

可

を

求

め

た

と

こ

ろ

令

旨

を

下

さ

れ

た

の

で

、
（

代

助

は

）

老

齢

で

は

あ

る

が

上

京

し

て

お

礼

を

申

し

上

げ

た

い

の

で

、

そ

の

と

き

に

は

よ

ろ

し

く

お

執

り

成

し

く

だ

さ

い

と

頼

ん

で

い

る

。 

令

旨

に

は

法

橋

叙

任

の

こ

と

は

出

て

こ

な

い

が

、

御

所

へ

の

参

入

許

可

と

同

時

に

法

橋

に

任

ぜ

ら

れ

た

こ

と

が

、

こ

の

個

所

か

ら

わ

か

る

。 

森

町

観

光

協

会

Ｈ

Ｐ

『

遠

州

の

小

京

都 

森

町

』

の

「

大

日

山

金

剛

院

」

に

よ

れ

ば

、

同

院

の

山

門

は

天

保

八

年

の

築

造

と

い

う

。

金

剛

院

は

同

年

ま

で

に

大

改

修

を

し

て

い

て

、

そ

の

竣

工

の

報

告

の

た

め

同

九

年

に

総

本

山

の

仁

和

寺

を

訪

れ

た

の

で

あ

ろ

う

か

。 

 

（

ウ

）

掛

川

藩

の

問

い

合

わ

せ

に

対

す

る

大

庭

代

助

の

回

答

① 

（

包

紙

） 

法

橋

之

儀

京

都

所

司

代

ゟ

町

奉

行

所

江 

御

沙

汰

ニ

付

掛

川

出

入

之

京

都

町

人

中

瀬

幸

助

殿 

被

仰

渡

、

則

幸

助

殿

ゟ

御

賄

方

江

書

状

参

候

哉 

 

（

本

文

） 御

尋

ニ

付

奉

申

上

候 

一

私

儀

此

度

法

橋 

御

免

被

成

下

候

而

茂 

 

何

連

差

支

候

儀

は

無

之

候

間

、

御

尋

ニ

付

申

上

候 

 

法

橋

之

儀

御

免

御

座

候

而

も

矢

張

是

迄

之

通 

 

庄

屋

役

も

相

勤

商

売

之

義

も

無

差

障 

帯

刀

抔

仕

候

儀

ニ

も

無

御

座

、

其

外

何

茂 

 

是

与

申

別

段

差

障

候

儀

も

無

御

座 

 

私

儀

兼

々

所

々

ゟ

被

頼

画

書

遣

候 

 

此

後

右

様

之

節

は

名

前

之

上

江

法

橋

与 

 

書

認

候

而

已

ニ

而

何

も

差

支

候

義

無

御

座

候 

 

御

尋

ニ

付

此

段

奉

申

上

候 

以

上 

 
 

亥

三

月 
 

 
 

 
 

下

又

町

庄

や 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

代

助 



 
右

之

通

下

書

被

下

置

認

差

上

申

候 

 

印

形

な

し

ニ

差

上

申

候 

 
 

天

保

十

亥

年 

 
 

 
 

 
 

三

月

十

五

日

認 

 
 

 
 

 
 

 
 

十

六

日

上

ル 

 

※

大

庭

代

助

が

法

橋

に

叙

任

さ

れ

た

こ

と

に

つ

い

て

掛

川

藩

か

ら

問

い

合

わ

せ

が

あ

り

、

そ

れ

に

対

す

る

代

助

の

回

答

（

写

）
。

包

紙

に

は

、

京

都

所

司

代

か

ら

藩

の

町

奉

行

所

へ

代

助

の

法

橋

叙

任

を

報

告

す

る

に

あ

た

り

、

藩

出

入

り

の

京

都

の

町

人

中

瀬

幸

助

を

通

じ

て

藩

の

賄

方

に

書

状

が

来

た

の

で

あ

ろ

う

か

、

と

記

さ

れ

て

い

る

。 

 

藩

か

ら

代

助

に

宛

て

た

問

い

合

わ

せ

の

文

書

は

残

っ

て

い

な

い

が

、

問

い

合

わ

せ

の

内

容

は

本

文

か

ら

推

測

で

き

る

。

す

な

わ

ち

、

文

書

（

ウ

）

の

冒

頭

で

「

法

橋

に

な

っ

た

か

ら

と

い

っ

て

、

差

支

え

が

生

じ

る

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

」

と

し

た

う

え

で

、
「

こ

れ

ま

で

の

通

り

庄

屋

役

を

勤

め

、

商

売

に

も

差

し

障

り

は

な

く

、

帯

刀

す

る

よ

う

な

こ

と

も

あ

り

ま

せ

ん

」

と

、

代

助

の

仕

事

や

身

分

は

こ

れ

ま

で

と

ま

っ

た

く

変

わ

ら

な

い

と

強

調

。

代

助

が

絵

や

書

を

書

い

て

他

人

に

与

え

る

際

に

、

名

前

の

上

に

法

橋

と

付

け

る

だ

け

だ

と

し

て

い

る

。 

 

こ

の

こ

と

か

ら

、

藩

か

ら

の

問

い

合

わ

せ

は

、

法

橋

に

叙

任

さ

れ

た

こ

と

で

庄

屋

役

を

辞

め

る

こ

と

に

な

っ

た

り

、

武

士

と

同

じ

よ

う

に

帯

刀

す

る

こ

と

は

な

い

の

か

、

と

い

っ

た

内

容

だ

っ

た

こ

と

が

わ

か

る

。 

 

前

述

し

た

よ

う

に

法

橋

は

五

位

相

当

で

あ

り

、

掛

川

藩

主

太

田

資

始

は

こ

の

当

時

は

従

四

位

下

侍

従

だ

が

、

藩

主

就

任

時

は

従

五

位

下

備

中

守

だ

っ

た

。

つ

ま

り

、

藩

か

ら

み

れ

ば

一

庄

屋

の

身

分

だ

っ

た

者

が

、

突

然

藩

主

ク

ラ

ス

の

僧

位

を

得

た

と

い

う

報

告

が

入

っ

た

の

で

あ

る

か

ら

、

藩

の

役

人

が

代

助

を

ど

の

よ

う

に

扱

っ

て

い

い

か

困

惑

し

た

の

も

無

理

は

な

い

。 

 

前

掲

「

永

宣

旨

に

よ

る

絵

師

の

僧

位

再

考

」

は

、

安

永

七

年

（

一

七

七

八

）

の

大

坂

の

絵

師

・

月

岡

雪

鼎

の

法

眼

、

そ

の

子

雪

斎

の

法

橋

へ

の

叙

任

に

つ

い

て

記

し

た

く

だ

り

で

、

絵

師

自

身

が

京

都

と

大

坂

の

町

奉

行

に

叙

任

を

願

い

出

た

と

い

う

届

け

出

を

提

出

し

、

仁

和

寺

か

ら

京

都

所

司

代

に

両

人

の

叙

任

を

報

告

し

た

と



説

明

し

て

い

る

。

大

庭

代

助

の

場

合

、

事

前

に

掛

川

藩

に

届

け

出

て

い

な

か

っ

た

た

め

、

京

都

所

司

代

か

ら

報

告

が

来

て

藩

が

驚

き

、

代

助

が

こ

の

文

書

の

よ

う

な

弁

明

を

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

か

っ

た

の

で

あ

る

。 

 

な

お

、

月

岡

雪

斎

は

代

助

と

交

流

が

あ

り

、

雪

斎

か

ら

代

助

に

宛

て

た

書

簡

七

通

が

大

庭

家

文

書

に

残

っ

て

い

る

。 

 

（

エ

）

掛

川

藩

の

問

い

合

わ

せ

に

対

す

る

大

庭

代

助

の

回

答

② 

（

表

書

） 

天

保

十

亥

三

月

上

ル 

印

形

な

し 

 

（

本

文

） 

 
 

 

乍

恐

口

上

書 

  
 

 
 

 
 

 
 

川

根

大

日 

一

京

都

御

室

御

所

御

直

末 
 

金

剛

院 

 

右

寺

院

年

来

懇

意

之

儀

處

、

拙

者

梅

画 

 

兼

々

所

望

御

座

候

ニ

付

認

遣

し

候

所

、

金

剛

院 

 

弟

子

上

京

之

節 

御

室

御

所

江 

 

備

御

覧

候

所

、

京

地

ニ

無

之

画

風

与

御

意 

 

有

之

何

方

之

者

与

御

尋

之

所

、

金

剛

院 

 

出

入

之

も

の

与

申

上

候

所

、

法

橋

可

被

成

下

旨 

 

御

沙

汰

之

由

、

右

之

段

申

越

法

橋

之

御

請 

 

可

仕

旨

書

状

参

候

ニ

付

、

御

伺

奉

申

上

候

節

、 

 

私

儀

法

橋

之

号

御

免

許

請

候

而

も

帯

刀 

 

い

た

し

画

師

家

業

仕

候

ニ

も

無

御

座 

 

年

々

上

京

ニ

も

不

及

、

身

分

ニ

差

支 

 

無

御

座

候

ニ

付

、

口

上

を

以

奉

願

上

候

處

、

法

橋

ニ 

 

相

成

候

而

も

不

苦

旨

被 

仰

渡

候

故

、

其

段 

 

金

剛

院

江

申

遣

御

請

之

儀

可

然

取

斗 

 

呉

候

様

相

頼

候

節

、

掛

川

御

役

所

江

御 



 
懸

合

等

有

之

候

而

は

手

重

ニ

相

成

候

間

、 

 

右

様

之

儀

無

之

様

精

々

相

頼

遣

し

申

候

、 

 

然

所

去

戌

夏

金

剛

院

上

京

ニ

付

、 

 

御

室

御

所

江

罷

出

候

節

、

法

橋

之

儀 

 

申

上

候

所

、

此

方

ゟ

免

し

候

例

も

多

無

之 

 

候

ニ

付

願

書

可

差

出

、

尤

御

礼

禄

等

之

儀

は 

 

軽

而

も

不

苦

旨

、

御

役

人

中

内

々

御

沙

汰 

 

御

座

候

ニ

付

、

則

金

剛

院

願

書

差

上

取

斗

呉

申

候 

 

宮

様

御

令

旨

并

参

入

御

免

御

書

付 

 

頂

戴

仕

来

候

ニ

付

、

登

山

可

致

旨

去

戌 

 

八

月

申

来

候

ニ

付

、

金

剛

院

江

罷

越 

 

頂

戴

仕

候

而

罷

帰

り

、

右

之

段

別

紙

写

奉 

 

差

上

候

通 

御

令

旨

并

参

入

之

書

付 

 

等

之

儀

も

口

上

ニ

而

奉

申

上

候

儀

ニ

御

座

候 

 

偖

今

度

法

橋

之

儀

御

答

合

御

座

候

趣 

 

奉

恐

入

候

、

右

様

之

儀

兼

而

相

頼

置 

 

候

事

故

有

之

間

敷

与

奉

存

候

所

、 

 

御

尋

ニ

付

乍

恐

奉

申

上

候 

以

上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

下

又

町

庄

屋 

 
 

亥

三

月 
 

 
 

 
 

 
 

代

助 

 
 ※

大

庭

代

助

が

法

橋

に

叙

任

さ

れ

た

経

緯

を

掛

川

藩

に

詳

細

に

説

明

し

て

い

る

。

文

書

（

ウ

）

と

同

時

に

藩

に

提

出

し

た

文

書

の

写

し

で

あ

ろ

う

。

現

代

語

訳

は

以

下

の

通

り

。 

 

（

代

助

は

）

御

室

御

所

の

末

寺

で

あ

る

金

剛

院

（

川

根

の

大

日

）

と

長

年

懇

意

に

し

て

い

て

、

同

院

は

か

ね

て

か

ら

代

助

に

梅

の

絵

を

描

い

て

ほ

し

い

と

頼

ん

で

い

た

の

で

描

い

て

与

え

ま

し

た

。

同

院

の

弟

子

が

上

京

し

た

際

、

御

室

御

所

に

そ

の

絵

を

持

っ

て

行

っ

て

御

室

宮

に

見

せ

る

と

、

宮

は

「

京

に

は

な

い

画

風

で

あ

る

。

ど

こ

の

誰

が

描

い

た

の

か

」

と

尋

ね

ら

れ

た

の

で

、
「

金

剛

院

に

出

入

り

す

る

者

で

す

」

と

答

え

た

と

こ

ろ

、
（

代

助

を

）

法

橋

に

任

ず

る

と

い

う

こ

と

で

し



た

。 

 

こ

の

こ

と

を

記

し

て

法

橋

位

を

受

け

る

よ

う

に

と

の

書

状

が

来

た

の

で

（

御

室

御

所

に

）

行

っ

て

、

私

が

法

橋

の

号

を

お

許

し

い

た

だ

い

て

も

、

帯

刀

し

て

絵

師

を

家

業

と

す

る

と

い

う

わ

け

で

は

な

く

、

毎

年

上

京

も

で

き

ま

せ

ん

し

、

現

在

の

身

分

に

支

障

が

な

い

な

ら

ば

（

法

橋

位

を

）

お

受

け

し

た

い

と

、

口

頭

で

申

し

上

げ

る

と

、
「

法

橋

に

な

っ

て

も

問

題

は

な

い

」

と

仰

せ

渡

さ

れ

た

の

で

、

金

剛

院

に

「

お

受

け

す

る

の

で

し

か

る

べ

く

取

り

計

ら

っ

て

ほ

し

い

」

と

頼

み

ま

し

た

。 

 

こ

の

と

き

、

藩

の

役

所

に

相

談

す

る

と

お

お

ご

と

に

な

っ

て

し

ま

う

の

で

、

で

き

る

な

ら

ば

藩

に

相

談

し

な

い

よ

う

に

と

（

金

剛

院

に

）

お

願

い

し

た

と

こ

ろ

、

昨

年

夏

に

金

剛

院

が

上

京

し

て

御

室

御

所

を

訪

ね

た

と

き

、

法

橋

の

件

を

（

御

室

宮

に

）

申

し

上

げ

る

と

、
「

こ

ち

ら

か

ら

（

僧

位

を

）

免

許

す

る

例

は

多

く

は

な

い

の

で

、

願

書

を

差

し

出

し

て

く

だ

さ

い

。

た

だ

し

、

礼

金

は

軽

く

て

も

問

題

は

な

い

」

と

（

御

室

宮

の

）

役

人

か

ら

内

々

の

指

示

が

あ

り

ま

し

た

。 

 

そ

こ

で

金

剛

院

が

願

書

に

つ

い

て

取

り

計

ら

っ

て

く

れ

て

、

宮

様

の

御

令

旨

と

参

入

許

可

の

書

付

を

頂

戴

し

て

（

川

根

に

）

帰

り

、
「

金

剛

院

ま

で

来

る

よ

う

に

」

と

昨

年

八

月

に

連

絡

が

あ

り

ま

し

た

か

ら

、

金

剛

院

ま

で

行

っ

て

（

令

旨

と

書

付

を

）

頂

戴

し

て

帰

り

ま

し

た

。 

 

こ

の

こ

と

は

別

紙

に

写

し

て

（

藩

に

）

提

出

し

た

通

り

で

、

令

旨

と

書

付

な

ど

の

こ

と

も

口

頭

で

申

し

上

げ

ま

し

た

。

さ

て

、

こ

の

た

び

法

橋

の

こ

と

に

つ

い

て

返

答

の

辻

褄

を

合

わ

せ

ま

し

た

こ

と

は

恐

れ

入

り

ま

す

。

こ

の

こ

と

は

か

ね

て

か

ら

頼

ん

で

い

た

こ

と

な

の

で

（

問

題

が

）

あ

る

は

ず

が

な

い

と

思

っ

て

い

た

の

で

す

が

、

お

尋

ね

で

す

か

ら

恐

れ

な

が

ら

申

し

上

げ

ま

し

た

。 

 

後

半

の

「

御

答

合

御

座

候

」

の

個

所

は

意

味

が

通

り

づ

ら

い

が

、

文

書

全

体

の

大

意

は

理

解

で

き

よ

う

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

◇ 

 

こ

の

文

書

（

エ

）

で

注

目

さ

れ

る

の

は

、

代

助

の

描

い

た

梅

の

絵

を

御

室

宮

が

「

京

地

ニ

無

之

画

風

」

と

評

価

し

た

と

い

う

個

所

で

あ

る

。

仁

和

寺

に

は

多

く

の

文

化

財

が

所

蔵

さ

れ

、

ま

た

、

永

宣

旨

を

出

す

御

室

宮

は

多

く

の

絵

画

を

見

る

機

会

が

あ

っ

た

で

あ

ろ

う

か

ら

、

同

宮

は

目

が

肥

え

て

い

た

と

考

え

ら

れ

る

。

そ

の

宮

か

ら

お

墨

付

き

を

得

た

と

い

う

こ

と

は

、

松

風

の

画

力

を

示

す

と

い

う

こ

と

が



で

き

る

。 
大

庭

松

風

（

代

助

）

が

描

い

た

梅

の

絵

は

何

幅

か

残

っ

て

い

て

、

今

回

の

掛

川

市

立

中

央

図

書

館

で

の

展

示

に

も

二

幅

が

出

陳

さ

れ

る

。

御

室

宮

が

見

た

の

は

今

回

の

二

幅

と

は

別

で

あ

ろ

う

が

、

松

風

の

画

風

を

味

わ

う

良

い

機

会

で

あ

る

。 

た

だ

、

こ

の

文

書

が

記

す

よ

う

に

、

た

ま

た

ま

御

室

宮

が

代

助

の

梅

の

絵

を

見

て

法

橋

に

任

じ

た

か

ど

う

か

は

わ

か

ら

な

い

。

む

し

ろ

、

上

京

す

る

金

剛

院

に

代

助

が

絵

を

託

し

、

法

橋

に

任

じ

ら

れ

る

た

め

に

御

室

宮

に

見

せ

て

も

ら

っ

た

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。 

文

中

に

「

掛

川

御

役

所

江

御

懸

合

等

有

之

候

而

は

手

重

ニ

相

成

候

間

、

右

様

之

儀

無

之

様

」

つ

ま

り

藩

の

役

所

に

相

談

す

る

と

面

倒

な

の

で

そ

の

よ

う

な

こ

と

に

な

い

よ

う

に

と

あ

る

よ

う

に

、

代

助

は

藩

に

は

無

断

で

法

橋

叙

任

の

話

を

進

め

て

い

て

、

代

助

自

ら

が

法

橋

叙

任

を

働

き

掛

け

た

よ

う

な

印

象

を

藩

に

与

え

た

く

な

か

っ

た

た

め

、

御

室

宮

が

進

ん

で

法

橋

位

を

与

え

た

よ

う

に

記

し

た

と

考

え

ら

れ

る

。 と

は

い

え

、
「

京

地

ニ

無

之

画

風

」

と

い

う

御

室

宮

の

感

想

を

で

っ

ち

上

げ

た

と

ま

で

は

考

え

難

く

、

な

に

よ

り

も

御

室

宮

は

実

際

に

松

風

の

絵

を

見

た

う

え

で

法

橋

に

任

じ

て

い

る

こ

と

か

ら

も

、

代

助

の

画

力

は

確

か

な

も

の

で

あ

っ

た

こ

と

が

わ

か

る

。 

 

お

わ

り

に 

 

大

庭

松

風

の

法

橋

叙

任

に

つ

い

て

は

こ

れ

ま

で

注

目

さ

れ

て

い

ま

せ

ん

で

し

た

。

法

橋

な

ど

の

僧

位

は

、

専

門

の

絵

師

に

与

え

ら

れ

る

こ

と

が

多

か

っ

た

よ

う

で

す

が

、

松

風

の

本

業

は

庄

屋

で

画

業

は

余

技

で

し

た

。

こ

の

よ

う

な

い

わ

ば

ア

マ

チ

ュ

ア

画

家

に

法

橋

位

が

与

え

ら

れ

た

事

例

が

ど

の

程

度

あ

る

か

は

、

今

後

の

課

題

と

し

て

お

き

ま

す

。 

な

お

、

御

室

御

所

へ

の

礼

銭

に

つ

い

て

は

、

文

書

（

エ

）

に

「

御

礼

禄

等

之

儀

は

軽

而

も

不

苦

」

と

あ

り

ま

す

。

文

書

（

イ

）

に

「

書

状

之

中

江

金

弐

朱

封

」

と

あ

り

、

こ

の

金

二

朱

が

礼

銭

だ

っ

た

の

か

、

こ

れ

以

外

に

支

払

っ

た

の

か

は

不

明

で

す

が

、

前

掲

『

近

世

御

用

絵

師

の

史

的

研

究

』

を

み

て

も

、

法

橋

位

は

カ

ネ

で

買

え

る

も

の

で

は

な

い

よ

う

で

す

。 



 
松

風

に

つ

い

て

は

庄

屋

と

し

て

の

事

績

の

ほ

か

は

「

地

域

文

化

の

プ

ロ

モ

ー

タ

ー

」

の

側

面

が

強

調

さ

れ

て

き

ま

し

た

が

、

そ

の

背

景

に

は

財

力

や

鑑

賞

眼

だ

け

で

な

く

、

確

か

な

画

力

が

あ

っ

た

こ

と

を

今

回

確

認

で

き

ま

し

た

。

今

後

、

松

風

の

絵

が

改

め

て

評

価

さ

れ

る

こ

と

を

期

待

し

た

い

と

思

い

ま

す

。 

（

了

） 


